
  

 

 

令和５年度 

公益社団法人茅ヶ崎市シルバー人材センター事業報告 

令和５年度の経済状況は、５月に新型コロナウイルス感染症が「５類感染症」に位

置付けられ、社会経済活動の正常化が進み、緩やかに持ち直してきました。その一方

で、食品をはじめ物価上昇は加速し、個人消費が減少傾向になるなど、景気回復を減

速する要因となりました。 

こうした状況下において、令和５年度の当センターの事業運営につきましては、高

齢者の生きがいの充実、福祉の増進や社会参加の推進を図り、活力ある地域社会づく

りに寄与するため、引き続き各種事業の取組を進めてまいりました。 

事業の実施に当たりましては、令和４年度から５年間の中期事業計画の２年目とし

て、この計画に位置付けられた各項目の目標を達成するため、令和５年度の具体的活

動を確実に実施することとしました。また、中期事業計画推進委員会において令和５

年度の重点目標や活動事項などを定め、取組状況の確認等、進行管理を行いました。 

各事業の実績を前年度と比較すると、請負・委任については、受託件数は減少しま

したが、契約金額は僅かに増加しました。労働者派遣事業については、受注件数、契

約金額ともに僅かに増加しました。指定管理事業については、自転車駐車場及び自動

車駐車場の利用者及び事業収入は前年度と比較し、増加しました。 

令和５年度の実績数値について、請負・委任の受注件数は、公共 532件（前年度比

99.2％）、事業所 1,499件（前年度比 95.7％）、個人 2,960件（前年度比 95.2％）、合

計 4,991件（前年度比 94.2％）、契約金額は、公共 136,445,034円、事業所 90,268,495

円、個人 69,821,684円、合計 296,535,213円（前年度比 102.7％）、就業実人員は 606

人（前年度比 94.8％）、就業率は 66.6％（前年度比 4.1 ポイント減）となりました。 

次に、指定管理事業の施設利用料金収益は 203,998,860円（前年度比 106.7％）に

なりました。また、労働者派遣事業の受注件数は、民間事業所に 217件で、契約金額

は、86,488,730円（前年度比 104.4％）、就業実人員は 174人（前年度比 103.0％）、

就業率は 19.1％（前年度比 0.4ポイント増）で、ほぼ前年度と同様の状況でした。こ

の結果、当センター全体の就業実人員は 733人（前年度比 96.4％）、就業率は 80.5％

（前年度比 3.6ポイント減）となりました。 

なお、中期事業計画に基づく各事業の実施状況は次のとおりです。 

 

１ 就業機会の拡大及び提供 

就業機会の拡大を図る取組を積極的に実施するとともに、（公社）神奈川県シル

バー人材センター連合会（以下「県シ連」と言う。）の拠点として労働者派遣事業

を推進するなど、事業規模の維持を図りつつ、的確な運営に努めてまいりました。 

 



  

 

(1) 雑誌スポンサー制度（図書館）の活用 

茅ヶ崎市立図書館における雑誌スポンサー制度を活用してセンターの周知を行

い、センター業務の受注の促進を図りました。 

(2) パンフレット、ＰＲビデオの活用 

  公共機関などへ広く理解を求め、パンフレット等を配架したほか、１０月に市

役所本庁舎 1階市民ふれあいプラザにて特設ブースを設け、センターのパンフレット等

を配架し、ＰＲビデオ（ダイジェスト版）を常設の大型モニターで放映していただくなど市

と連携し、就業機会の拡大につながる取組を実施しました。 

 (3) 宣伝ポスターの掲示 

ポスターを関係団体施設等に掲示するとともに、神奈中バスの車外側面に広告

を掲載するなど普及啓発を行い、就業機会の拡大に努めました。 

 (4) 就労・生きがい相談員による就業機会の開拓及び就労支援 

   就労・生きがい相談員による就業機会の開拓を行い、60 事業所から 76 人の求

人をいただき、会員の希望に沿った就業の場の提供をし、43 事業所へ 60 人が就

労いたしました。 

 (5) ホームページやシルバー通信等での情報提供 

   センターのホームページ等で当センターの就業状況等を適時情報発信し、就業

機会の拡大に努めました。また、未就業の会員の実情を踏まえ、就業機会が発生

した場合に、適宜、就業の場を紹介し、未就業会員の減少に努めたほか、近隣の

シルバー人材センターと事業実施状況等について情報交換を行いました。さらに、

発注者アンケートを令和６年２月に実施し、仕事への満足度などを調査し、今後

の就業等の改善につなげました。 

(6) 指定管理事業の円滑な運営 

市営自転車駐車場及び自動車駐車場における指定管理事業については、テレワ

ーク等の推進により定期券利用者はコロナ禍以前より減少している状況にありま

すが、市と協議の上、一部施設の供用時間の短縮を継続し費用の縮減を図りまし

た。また、利用者が安全・安心にご利用いただけるよう施設の点検及びメンテナ

ンスを実施するとともに、職員及び会員による挨拶の徹底や丁寧な対応を心がけ

サービスの向上に努めました。さらに利用者数の増加に向けた取り組みとして、

地域情報紙等を活用したＰＲ活動を行いました。 

(7) 労働者派遣事業の推進 

県シ連の一活動拠点として、労働者派遣事業を積極的に実施しました。その結

果、43 事業所 174 人、延べ 18,690 人日（前年度比 107.2%）の派遣実績となりま

した。また、派遣会員に対する研修として派遣就業に関する基礎知識、職場での

ハラスメント等をテーマに研修会を実施しました。また、茅ヶ崎市事務所の衛生

委員会で職場内巡視を行うなど、衛生管理に努めました。 



  

 

(8) 有料職業紹介事業の的確な実施 

臨時的かつ短期的な雇用による就業又はその他の軽易な業務に係る就業（雇用 

によるものに限る。）を希望する高年齢者に対して、県シ連の活動拠点として１

事業所に１名の職業紹介を行いました。 

 

２ 会員確保の促進 

(1) 民間雑誌への広告掲載 

茅ヶ崎市内における広告媒体を広く活用し、市内高齢者へのセンター 業務の

周知を行いました。主な媒体として、「茅ヶ崎市『市民便利帳』」、「社協ちがさき」

などを活用しました。 

(2) パンフレット、ＰＲビデオの活用 

    センターや生涯現役応援窓口において相談を受けた際、口頭での説明のほか

にパンフレット等の配付を行い、相談者の理解を深めました。また、１０月に

市役所本庁舎 1 階市民ふれあいプラザにて特設ブースを設け、センターのリーフレッ

ト等を配架するとともに、会員の活動風景の写真やセンターのＰＲポスターを掲示する

など、入会の促進に向けた取組を実施しました。これに合わせてＰＲビデオ（ダイジェ

スト版）を常設の大型モニターで放映していただき、ブースを訪れた方には小物づくり

同好会で作成した小物を配付するなどセンターのＰＲに努めました。 

 (3) 生涯現役応援窓口などによる相談業務の実施 

センターの自主事業として就労・生きがい相談員による生涯現役応援窓口を市役

所分庁舎 1 階で毎週火曜日、木曜日に開設し、延べ 90 人の相談に対応し、相談者

に事業所や関係団体を紹介しました。その中で、就労を希望する方へは当センター

への入会を勧めました。 

また、１０月に「女性のためのセカンドライフセミナー」を市役所分庁舎で

開催し、60代からの女性の生きがいと働き方について啓発を行いました。参加

者は 17名で、女性会員の拡大になるよう努めました。 

 (4) 入会手続きの拡大及び改善 

会員の確保を図るため、入会説明会を 20 回開催しました。説明会参加者は

281 名で、入会した方は 169 名、年度中に退会した会員は 163 名で、年度末の

会員数は 910 名（前年度比 100.7％）となりました。こうした状況を鑑み、入

会手続きに関し、他市町のセンターで導入されているウエッブ入会制度などに

ついて調査を行い、検討を行いました。 

 (5) 退会の抑制 

    就労・生きがい相談員による会員の就業や生きがい活動に関する会員向け相 

談窓口をセンター内に開設し、32名から相談を受け退会の抑制に努めました。

また、就業は希望しないが会員としての活動は継続したい会員のためにゴール



  

 

ド会員制度を６月より開始しました。 

 

３ 安全・適正就業の徹底 

就業中及び就業途上の傷害事故は 4件（前年度比 80％）、就業中の賠償事故は 3

件（前年度比 75％）発生しました。 

 他方、事故ゼロを目標に掲げ、次の取組を行いました。 

(1) 安全管理委員会による巡回指導等の充実 

委員による巡回指導を実施し、現場での直接指導、または結果報告書による

注意や熱中症対策等啓発を行い、安全意識の向上を図りました。 

(2) 安全・適正就業の周知、徹底等 

会員へ安全・適正就業作業ガイドラインの周知を進め、徹底及び遵守に努め

ました。 

(3) 安全に関する情報の提供・普及啓発 

県シ連が公募する安全標語を募集し、安全就業の注意喚起につなげました。

また、前年度の事故報告や作業上の注意事項等を会報などで周知し、会員の 

安全対策や健康管理の意識向上を図りました。 

 

４ 技能及び質の向上 

(1) 除草講習会等技能に関する講習会の実施 

   会員向けに植木剪定作業及び電動草刈り機を使った除草作業の講習会を３月

に実施し、植木剪定等の技能及び質の向上に努めました。 

(2) 高年齢者活躍人材育成事業（技能講習）への啓発 

県シ連が主催する技能講習会の情報を周知し、積極的な参加を促しました。1

月にはセンターの会議室を会場とした学童保育補助スタッフ養成講習会が開催

され、市内在住の高齢者が多数参加しました。 

 

５ 会員相互の連携 

(1) 同好会に関する情報を会員に周知 

同好会等の活動内容をホームページ等に掲載するなど周知を行い、会員間の

親睦や生きがいづくりに資する取組を進めました。 

 

６ 社会参加活動の推進 

公益目的事業を行う事業者として、例年、就業以外での地域社会への貢献と社会

参加を目的とした清掃などのボランティア活動を行い、併せて当センターのＰＲ活

動を実施してきました。 



  

 

(1) 海岸清掃の実施と参加者の拡大 

茅ヶ崎市の海岸で実施される「美化キャンペーンクリーン茅ヶ崎」への会員の

参加者を募り、センターとして海岸清掃のボランティア活動に参加しました。 

 (2) 中央公園清掃活動の実施と参加者の拡大 

当センター独自の取組として第一カッターきいろ公園（中央公園）北側歩道で

の清掃ボランティア活動の参加者を募り、センターとして１０月及び１１月に実

施しました。 

 

７ 組織の活性化、強化及び改善 

(1) 職域班等の会員の自主組織の組織体制の検討 

効率的な就業を推進する組織としての職域班を継続し、自主的就業の推進を 

図るとともに、実効性を高める取組として作業グループに係る組織活動助成に 

ついて、引き続き植木班、除草班で試行として実施しました。 

(2) 会員からの意見、要望等の聴取 

事務局窓口付近に意見箱（「シルバー会員のささやき BOX」）を設置するな 

ど、広く会員からの意見、要望等の聴取に努めました。 

  (3) 永年にわたり、当センター事業運営に寄与され、当センターの発展に貢献さ 

れた会員 16名を表彰しました。 

 

８ 財政基盤の確立 

(1) 財源確保の対応 

センターの厳しい財政事情に鑑み、補助金は必要不可欠な財源の位置づけで

あることから市に要望活動を行い、補助金の確保に努めました。 

(2) インボイス制度適用のあり方の検討 

インボイス制度（適格請求書等保存方式）の導入に対応するため、４月より

事務費率を１３％に引き上げました。また、５月に「特定受託事業者に係る取

引の適正化等に関する法律」が公布され、その施行に伴うセンターの「契約方

法の見直し」について、厚生労働省や全国シルバー人材センター事業協会、県

シ連等から情報収集を行い、その対応を検討しました。 

 

 


